
12. 交流電力
12. AC (Alternating-Current) Power

講義内容

1. 交流の瞬時電力
2. 有効電力，無効電力，皮相電力
3. 力率の改善
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瞬時電流 i および瞬時電圧 v が
正弦波交流であると

上式より，
瞬時電力 pは
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p の時間平均値 P

• 瞬時電力が正：
負荷に向かう電力

• 瞬時電力が負：
電源に戻る電力



有効電力（Active Power） 3

交流の瞬時電力 p の時間平均値 P：有効電力 (Active Power)
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定数 の積分 周期関数の 1周期積分 = 0

ここで，正弦波電圧・電流の
最大値 Vm および Imは
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より，実効値で
表すと，
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さらに，位相角 を I Vθ θ θ-  とおくと，有効電力は cos [W]P IV θ 　 で表される
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有効電力： cos [W]P IV θ 　 　　

有効電力は電流の実効値 I と電圧の実効値 V の積
に，

V Iと との

位相差角 で決まる cosθ を掛けたものに等しい．cosθ は力率 と呼ばれる
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力率は R のみの場合，1 (100%) となり，L と C のみの場合は 0 (0%)となる
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有効電力(Active Power)： cos [W]P IV θ 　 　　
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無効電力(Reactive Power)： r sin [var]P IV θ 　 　　

皮相電力(Apparent Power)： a [VA]P IV 　 　　

R で消費する電力．交流において一般的に電力は
有効電力を指す．消費電力とも呼ばれる．

L及び C で一時的に蓄積することのできる電力．
消費せずに電源に戻る．誘導性：負，容量性：正

見かけ上 の電力．電流と電圧の単純な実効値の
積であり，電気機器における電力容量 を表す
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有効電力・無効電力・皮相電力・力率の考え方 6

皮相電力：100%

無効電力
sinθ × 100%

有効電力
cosθ × 100%

 皮相電力はタンクの大きさ（容量）を表す

 有効電力はタンクから使用 できる水の量を表す

 無効電力はタンクから使用 できない水の量を表す

 力率は容量に対して何%が使用できる かを表す

 有効電力 +無効電力 =皮相電力ではない！

負荷のインピーダンス Z の内，抵抗 R の比率が
力率 となり，リアクタンス X がゼロとなると cosθ = 1



力率の改善（Power Factor Correction) 7

家庭等で
電力を
消費

系統 インピーダンス

発電所等で発電

発電 した電力を100%家庭で消費 できないので，追加素子によって力率 を改善
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力率を１ にするためのキャパシタ C を並列に追加
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このように，力率改善用に追加したキャパシタを進相コンデンサ という


